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中国電力株式会社

島根原子力発電所3号炉「アクシデントマネジメント検討報告書」

および「確率論的安全評価報告書」の提出について

  当社は，本日，現在建設中の島根原子力発電所3号炉の，「アクシデントマネジメント ※1検討報告書」および「確率論的安全評価※2報告書」を，経済産業省 原子力安

全・保安院に提出しました。

  これは，平成9年10月の原子力安全委員会において，新設される原子炉については，詳細設計段階以降に，アクシデントマネジメントの実施方針について検討すること

が示され，このたび，島根原子力発電所3号炉について取りまとめたものです。

  アクシデントマネジメントは，これまでも島根原子力発電所1，2号炉において整備してきましたが，島根原子力発電所3号炉のアクシデントマネジメント策については，

あらかじめ，設計段階から反映するとともに，手順書等の整備を実施することとしました。

  当社としては，今後も，島根原子力発電所のより一層の安全性向上を図り，地域の皆さまから信頼される発電所づくりに努めてまいります。

以上

【補足】

※1アクシデントマネジメント

    原子力発電所は，現行の安全設計においても，すでに十分な安全性が確保されており，炉心が重大な損傷を受けるような事象（シビアアクシデント）が発生する可

能性は十分低いものになっています。

  アクシデントマネジメントは，シビアアクシデントが発生する可能性をさらに低減し，また万一発生した場合でもその影響を緩和するための措置をいいます。これは

既存の機器に含まれる安全余裕や，本来の機能以外にも期待し得る機能，もしくは新たに設置した機器を有効に活用することによって行われます。

※2確率論的安全評価

    異常や事故の発端となる事象の発生頻度および発生した事象の及ぼす影響を緩和する安全機能の喪失確率を基に，事象の影響度合いを定量的に評価する方法を

いいます。
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島根原子力発電所３号炉のアクシデントマネジメントおよび確率論的安全評価の概要 

 
１．アクシデントマネジメント 

  建設中の島根原子力発電所３号炉（以下，「島根３号炉」という）について，さらなる安全性   

向上のため，アクシデントマネジメントの検討を行いました。 
  その結果を踏まえ，アクシデントマネジメントに係る設備および実施するためのソフト面（体制，

手順書，教育訓練等）の対策について，アクシデントマネジメント検討報告書にとりまとめました。 

（１）アクシデントマネジメントに係る設備対策 
   島根３号炉の基本設計では，「止める」「冷やす」「閉じ込める」の３つの機能毎に有効な安全

対策を実施しました。 
   さらに，これらの機能および電源を強化する安全対策を検討しました。主なものを下表に示し

ます。 
関係する 
安全機能 

アクシデント 
マネジメント策 アクシデントマネジメントの概要 

止める 代替反応度制御 原子炉緊急停止系とは別のバックアップ信号回路等を設ける
ことにより，制御棒挿入等をより確実なものとする。 

冷やす 代替注水 
非常用炉心冷却系の代替として，復水移送ポンプおよび消火 

ポンプからも注水できるよう配管等を設置することにより， 

原子炉と格納容器の冷却を確実なものとする。 

閉じ込める 耐圧強化ベント 
万一，格納容器を冷やすことが出来ない場合でも，サプレッ 

ションチェンバを通じ，蒸気抜きを行う配管を設置することに

より，格納容器の過圧破損を防止する。 

安全機能の 
サポート 電源の融通 

万一，発電所外部やディーゼル発電機からの受電が出来ない 

場合にも，隣接する島根２号炉から交流電源を融通できるよう

ケーブル等を設置することにより，必要な機器への電源供給を

可能とする。 

（２）ソフト面の対策 
  ① 実施体制 
     アクシデントマネジメントを実施する際に，中央制御室の運転員を支援するため，技術評

価情報管理，放射線管理等を行う支援組織を設け，それぞれの役割分担の明確化を図ります。 
  ② 手順書 
     運転員および支援組織がアクシデントマネジメントを的確，迅速に実施できるよう，手順

書を整備します。 
  ③ 教育・訓練 
     アクシデントマネジメントを実施する運転員および支援組織の要員に対し，必要な知識の  

維持・向上を図る教育やシミュレーターで模擬可能な範囲で対応操作に関する訓練を実施し

ます。 
 
２．確率論的安全評価 

 アクシデントマネジメントの有効性を定量的に把握する目的で確率論を用いて「炉心損傷頻度」

と「格納容器破損頻度」を評価し，確率論的安全評価報告書にとりまとめました。 
 

（１）評価結果 
   アクシデントマネジメントを整備することにより，炉心損傷頻度および格納容器破損頻度は，

各々約７割および約９割低減することを確認しました。 
   また，アクシデントマネジメント整備後において，国際原子力機関の基本安全原則が示す目標

（炉心損傷頻度について，新設炉：１０－５／炉年以下）を十分満足することを確認しました。 
炉心損傷頻度 格納容器破損頻度 

整備前 整備後 整備前 整備後 
約２億年に１回 

（5.1×10－9／炉年） 
約８億３千万年に１回 
（1.2×10－9／炉年） 

約２億３千万年に１回 
（4.3×10－9／炉年） 

約９１億年に１回 
（1.1×10－10／炉年） 

 
３．アクシデントマネジメントに関する今後の対応 

  燃料装荷(平成２３年３月予定)前までに，アクシデントマネジメントを整備します。 
 
【参考】 
アクシデントマネジメントに関するこれまでの経緯 
平成 ４年 ５月： 原子力安全委員会（原安委）は，電気事業者へ自主的整備を強く奨励 
平成 ４年 ７月： 旧通商産業省は，電気事業者へアクシデントマネジメントの整備および検討 

結果報告を要請 
平成 ６年 ３月： 当社は，島根１，２号炉に係る「アクシデントマネジメント検討報告書」を   

とりまとめ，旧通商産業省へ報告 
平成９年１０月： 原安委は，以下のように新設炉の取扱いを決定 

「新設炉については，詳細設計の段階以降速やかにアクシデントマネジメント

実施方針の報告を行政庁より受ける」 
平成１４年５月： 当社は，島根１，２号炉のアクシデントマネジメントの整備結果を「アクシデ

ントマネジメント整備報告書」としてとりまとめ，経済産業省へ報告 
平成２２年４月： 当社は島根３号炉の「アクシデントマネジメント検討報告書」および「確率論

的安全評価報告書」を経済産業省原子力安全・保安院へ提出 

用語解説 
  シビアアクシデント 
    安全評価上想定している設計基準事象（国の安全審査の対象である異常や事故のこと）を 

大幅に超える事象であって，原子炉が重大な損傷を受けるような事象をいう。 

  炉心損傷頻度 
    原子力発電所の安全性をみるための定量的な尺度の一つ。原子炉が大きく損傷するような 

事象の年間あたりの発生頻度。 

格納容器破損頻度 
    原子力発電所の安全性をみるための定量的な尺度の一つ。格納容器の健全性を大きく損なう

事象の年間あたりの発生頻度。 
以 上 
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島根原子力発電所３号炉　アクシデントマネジメント概要図
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【閉じ込める機能の強化】
・格納容器の過圧防止のための
　ベント（排気）設備の追加

【安全機能のサポート機能の強化】
・外部電源喪失時も，安全上必要な機能が
　維持できるよう，隣接する２号炉から電源
　を融通するための連絡線を追加。

島根３号炉
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【「冷やす」機能の強化】
　・非常用炉心冷却系（ＥＣＣＳ）のバックアップとして，
　　原子炉および格納容器に復水移送ポンプ及び
　　消火ポンプによる注水ができる配管等の追加
　・下部ドライウェルへ直接注水できる配管等の追加

サプレッション
チェンバ
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